
資 料

国民健康保険における公費負担の推移（標準的な保険者の場合のイメージ図）

保険給付費：医療費（１０割）から患者負担額を差し引いた額

福祉医療制度実施による国民健康保険財政への影響

　国民健康保険事業特別会計以外の財源での国保被保険者の医療費の患者負担額への現物給付による助成に伴い、過剰或は安易な受診が促進されるとの観点から、
国庫定率負担が減額されている。

減額対象とされている本市制度 福祉医療制度実施に伴う国民健康保険国庫定率負担の減額状況

重度障害者医療費助成制度

小児医療費助成制度 A B A-B 千円

ひとり親家庭等医療費助成制度

小児ぜん息患者医療費支給事業

成人ぜん息患者医療費助成制度

平成23年度

平成24年度

16,980,295

16,886,482

16,036,166

506,121

527,547

減額

16,470,988

16,380,361

15,508,619

減額後

前期高齢者交付金
（平成２０年４月～）

国・県による負担金(昭63～)

退職者医療交付金
（昭和５９年１０月～） 退職者医療交付金

509,307平成22年度

減額前

昭和４１年４月～昭和５９年９月 昭和５９年１０月～平成１７年３月 平成２４年４月～現在

保
険
給
付
費

国・県による負担金

国庫定率負担

【保険給付費の約５３％】

※ 医療費（１０割）の４０％

調整交付金（国）
【保険給付費の約７％】
※ 医療費（10割）の５％

保険料及び
一般会計繰入金

で賄う額

【保険給付費の約４０％】

国庫定率負担

【保険給付費の４０％】

調整交付金（国）
【保険給付費の１０％】

保険料及び
一般会計繰入金

で賄う額

【保険給付費の５０％】

国庫定率負担

【保険給付費の３２％】

調整交付金（県）
【保険給付費の９％】

保険料及び
一般会計繰入金

で賄う額

【保険給付費の５０％】調整交付金（国）
【保険給付費の９％】

被用者保険との財政
調整による交付金


